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平
素
よ
りG

eneral Thoracic 

and Cardiovascular Surgery

（
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
）に
は
多
大
な
ご
厚
情

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
２
０
１
０

年
度
に
お
い
て
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
閲
覧
可

能
な
研
究
機
関
は
世
界
中
に
６
９

９
７
施
設
を
数
え
、
年
間
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
増
加
し
１
９
８
５
６

件
に
達
し
、
本
邦
以
外
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
75
％
に
至
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
て
か
ら

の
念
願
で
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ

ク
タ
ー
（IF

）
獲
得
に
は
未
だ
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
た
く
、
筆
を
執
り
ま
し
た
。

1
．
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー

（IF

）
と
は
？

IF
は
毎
年
、Thom

son Reuter
社
の
引
用
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

〝W
eb of Science

〟
に
収
録
さ

れ
た
雑
誌
の
平
均
的
な
引
用
回
数

を
示
す
も
の
で
す
。W

eb of Sci-

ence

に
掲
載
さ
れ
る
の
に
は
、英

文
誌
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
認
識
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

IF

は
決
し
て
雑
誌
の
〝
科
学
的

レ
ベ
ル
の
高
さ
〟
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、読
者
が
多
く
、

引
用
さ
れ
や
す
い
論
文
を
沢
山
掲

載
す
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
故
に
、
外
科
系
の
雑
誌
（J 

Thor Cardiovasc Surg 3.406

）

よ
り
内
科
系
雑
誌（Circulation 

14.595

、 JA
CC 5.43

、 Circula-

tion J 3.766

）
の
方
がIF

が
高
い

の
が
通
常
で
す
。
ま
た
、JAM

A

のIF30.0

を
見
て
も
、IF

が
そ
の

雑
誌
のquality

を
示
す
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
確
か
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、IF

が
高
い
雑

誌
ほ
ど
、
読
者
が
多
く
引
用
し
て

い
る
の
は
事
実
で
、
雑
誌
の
い
わ

ゆ
る
〝
格
付
け
〟
の
目
安
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人
の

業
績
を
評
価
す
る
時
に
は
、
執
筆

論
文
のIF

総
計
、IF

と
当
該
論
文

の
引
用
回
数
を
元
に
算
出
さ
れ
る

Citation index

な
ど
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

2
．IF

の
計
算
方
法

先
行
す
る
2
年
間
に
発
行
さ
れ

た
当
該
雑
誌
論
文
が
翌
年
発
刊
の

IF

誌
に
引
用
さ
れ
た
回
数
（
分
子
）

／
先
行
す
る
2
年
間
の
当
該
雑
誌

論
文
総
数
（
分
母
）
で
計
算
さ
れ
、

分
母
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
論
文

は
、
症
例
報
告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

原
著
、Review

、H
ow

-to-do-it

で
、Editorial

、Editorial com
-

m
ent

、Im
ages

、Letter to the 

editor

は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ

ん
。
因
み
に
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
２
０
１
２

年
の
仮IF

（0.482

）
は
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｓ
掲
載
論
文
が
他
のIF

を
有
す
る

雑
誌
に
引
用
さ
れ
た
の
べ
回
数

（
150
）
を
２
０
１
０
年
と
２
０
１

１
年
に
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
数
（

311
）
で
除
し
た
値
で
す
。

仮
に
２
０
１
５
年
度
のIF

獲
得

を
目
指
す
と
な
る
と
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ

２
０
１
３
、
２
０
１
４
年
度
に
被

引
用
度
の
高
いquality

の
高
い

論
文
を
掲
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
勝
負
は
今
年
と
来
年
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
．IF

を
稼
ぐ
に
は
？

既
にIF

を
獲
得
し
て
い
る
雑
誌

（
ほ
と
ん
ど
の
英
文
誌
がIF

を
有

し
て
い
ま
す
：J Thorac Cardio-

vasc Surg

、Cancer

、Ann Tho-

rac Surg

、Eur J Cardiothorac 

Surg

、J Vasc Surg

、Circula-

tion

、JACC

、Circulation J. 

な
ど
）

に
論
文
を
投
稿
す
る
時
に
Ｇ
Ｔ
Ｃ

Ｓ
論
文
を
引
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。例
え
ば
、introduction

や

discussion

の
は
じ
め
に
、
疾
患
、

手
術
を
概
説
す
る
と
き
、
日
本
で

の
概
要
を
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
のAnnual 

report

を
引
用
す
る
よ
う
に
心
懸

け
て
下
さ
い
。

100
人
の
会
員
が
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｓ
論
文
を
こ
の
2
年
間
に
1

回
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮IF

は0.3

上
昇
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
編
集
委
員
会

で
はIF

算
出
の
分
母
と
な
る
論
文

数
を
可
及
的
に
減
ら
す
た
め
、
症

例
報
告
の
採
択
率
を
50
％
以
下
に

制
限
し
て
い
ま
す
。

一
方
、評
議
員
各
位
がSurgery 

today

、Circulation Journal

、

Cancer Science

、International 

Journal of Clinical O
ncology

、
A

nnals of Thoracic and Car-

diovascular Surgery

や
海
外
誌

の
査
読
を
お
務
め
に
な
る
と
き

に
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
論
文
の
引
用
を
お

奨
め
頂
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

勿
論
、quality

の
高
い
論
文

を
掲
載
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ

り
ま
す
。
被
引
用
度
の
高
い
論
文

は
、Annual report

、Registry

、

review

論
文
で
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
今
後
も
ご
執
筆
を
願
い

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
折
に
は
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
な
ど
、研
修
医
の
頃
、日
本
胸

部
外
科
学
会
雑
誌
（JJATS

）
の

表
紙
を
見
る
度
に
、
目
次
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
論
文
名
と
著
者
名
を

見
て
、
遙
か
な
憧
れ
を
感
じ
、
い

つ
か
は
自
分
も
、
と
励
ん
だ
も
の

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
英
文
化
さ

れ
た
現
在
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
に
若
い
外

科
医
に
対
す
る
昔
の
よ
う
な
引
力

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
、
私

た
ち
が
世
に
経
た
と
い
う
理
由
だ

け
で
は
説
明
で
き
ま
す
ま
い
。
本

邦
の
学
会
英
文
誌
の
な
か
で
、IF

を
獲
得
出
来
て
い
な
い
雑
誌
は
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｓ
を
は
じ
め
ほ
ん
の
少
数
で

す
。
我
々
、
編
集
委
員
は
こ
の
忸

怩
た
る
気
持
ち
を
バ
ネ
に
、
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
が
真
の
国
際
誌
と
評
価
さ
れ

る
べ
く
、IF

獲
得
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
一
層
の
ご

協
力
を
願
え
れ
ば
幸
甚
で
す
。

Impact FactorImpact Factor
みんなでとろう！

Impact Factorインパクト ファクター
General Thoracic and Cardiovascular Surgery 編集委員長

神戸大学心臓血管外科 大北 裕

Citation analysis

GTCSは毎月、会員の皆様にcontents serviceを行っています。Mailが届いていない先生は学会事務局（jats-adm@umin.ac.jp）
までご連絡下さい。

●General Thoracic and Cardiovascular Surgery（GTCS）は日
本胸部外科学会、日本呼吸器外科学会雑誌のofficial、日本
心臓血管外科学会のaffiliate英文雑誌です。

●インパクト ファクター は毎年、Thomson Reuter社の引用文
献データベース “Web of Science”に収録された雑誌の平均
的な引用回数を示すものです。

●GTCSは このインパクト ファクター獲得を目指しています。

●すでにインパクトファクターを取得してる雑誌（JTCVS, ATS, 
EJCTS, JTO, Circulation など）に論文を投稿するときには、
GTCSに掲載されている論文を引用してください。

●インパクト ファクターの計算方法は以下のごとくです。

●IF＝先行する2年間に発行された当該雑誌論文が  翌年発刊
の IF誌に引用された回数（分子） / 先行する2年間の 当該雑
誌論文総数（分母）

●症例報告、ガイドライン、原著、Review、How-to-do-itが分母
にカウントされる論文 で、Editorial、Editorial comment、
Images、Letter to the editorは含まない。─“症例報告”は
減らす方向

仮IFを増やすには…

◎Qualityの高い論文をGTCSに投稿する。
◎会員、共著者がIF誌に投稿するとき
●GTCS論文の引用を心掛ける
●Annual report、Guideline、Reviewなどが引用
されやすい

◎会員がIF誌のreviewerを務める時に、GTCS論文
の引用を著者に奨める

GTCS編集委員会 2013/3/29

※2011年のIF予測値0.478は2011年Surgery分野198誌中170─
171番目に相当（170位：0.516 / 171位：0.432）

2012年の
仮インパクトファクター

2012年の
仮インパクトファクター

0.482 =

2012年 IF誌に引用された のべ回数年 IF誌に引用された のべ回数

150
2010─2011年の GTCS 論文数

IF＝先行する2年間に発行された当該雑誌論文が  翌年発刊

20102010─2011年の GTCS 論文数

311

大北 裕
（神戸大学心臓血管外科）

神戸大学1978年卒業、以後、天理よろづ相談所病院、
国立循環器センターを経て1999年から現職。
留 学 歴：National Heart Hospital & Harley Street 
Clinic（UK）、University of Alabama at Birmingham

（USA）。

趣味：ラグビー場で吠えること
好きな言葉：“前へ！”



JATS NEWSLETTER 2

第41回
日本血管外科学会学術総会の案内
第41回
日本血管外科学会学術総会の案内

宮本 裕治
（兵庫医科大学心臓血管外科）

急速な進化を続ける血管外科 ─低侵襲と根治性の追求─

来
る
6
月
13
日
、
14
日
に
大

阪
国
際
会
議
場
に
て
第
67
回
日

本
食
道
学
会
学
術
集
会
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
先
日
演
題

応
募
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、

660
題
と
本
学
術

集
会
と
し
て
は
非
常
に
多
く
の

演
題
応
募
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
ま
ず
は
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
学
術
集
会
の
テ

ー
マ
は
〝
明
日
へ
の
敢
為　

Challenge for the future

〟

と
い
た
し
ま
し
た
。
将
来
の
よ

り
良
い
食
道
疾
患
の
診
療
、
研

究
、
教
育
に
今
敢
え
て
何
を
為

す
べ
き
か
を
目
指
し
て
、
討
論

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
特
別
講
演
に
は
今
回
は
医

科
学
界
か
ら
で
は
な
く
、
仏
教

界
か
ら
塩
沼
亮
潤 

大
阿
闍
梨

を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。
大

阿
闍
梨
は
吉
野
山
の
金
峯
山
寺

蔵
王
堂
か
ら
大
峯
山
と
呼
ば
れ

る
山
上
ヶ
岳
ま
で
の
往
復
48
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
低
差
１
３
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
道
を
決

め
ら
れ
た
期
間
毎
日
往
復
す
る

行
を
満
行
さ
れ
ま
し
た
。
実
に

計
4
万
８
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
地
球
一
周
以
上
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
金
峯
山
寺
開
創

以
来
約
１
３
０
０
年
で
塩
沼
亮

潤 

大
阿
闍
梨
を
含
め
て
お
二

人
が
満
行
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
塩
沼
亮
潤 

大
阿
闍
梨
は
千
日
回
峰
行
か
ら

1
年
後
に
四
無
行
も
満
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
医
学
の
常
識

を
越
え
て
9
日
間
の
断
食
、
断

水
、
不
眠
、
不
臥
の
中
、
20
万

編
の
真
言
を
唱
え
続
け
る
行

で
、
生
き
て
成
就
す
る
確
率
は

50
％
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
過
酷
と
も
言

え
る
行
を
と
お
し
て
開
か
れ
た

悟
り
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
日

の
食
道
癌
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
は
本

邦
の
食
道
癌
取
扱
い
規
約
と
は

随
分
と
違
う
も
の
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
邦
の
ス
テ
ー

ジ
ン
グ
で
は
長
年
に
蓄
積
し
て

き
た
リ
ン
パ
節
転
移
デ
ー
タ
を

重
視
し
た
分
類
、
ひ
い
て
は
治

療
戦
略
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
邦
で
築
き
挙
げ
た
貴

重
な
デ
ー
タ
が
国
際
的
に
反
映

さ
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
多
く
の
主
題
で
、

将
来
の
よ
り
良
い
食
道
疾
患
の

診
療
、
研
究
、
教
育
に
向
け
て

今
敢
え
て
何
を
為
す
べ
き
か
、

よ
り
多
く
の
参
加
者
に
よ
る
熱

い
討
論
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

大杉 治司
（大阪市立大学大学院消化器外科）
1975年3月 大阪市立大学医学部卒業
1975年4月 大阪市立大学医学部第2外科・研修医
1981年3月 大阪市立大学大学院医学研究科課程修了
1981年9月 英国マンチェスター大学研究員
1983年4月 大阪市立大学第2外科助手
1993年4月 大阪市立大学第2外科講師
1997年10月 大阪市立大学第2外科助教授
2010年4月 病院教授
趣味：サッカー

頃
厳
し
い
状
況
で
外
科
診
療
を

行
う
我
々
に
と
っ
て
益
す
る
こ

と
多
大
と
期
待
致
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
Ｎ
Ｃ
Ｄ
登
録
も
始
ま
っ
た

な
か
で
、
食
道
癌
の
ス
テ
ー
ジ

ン
グ
に
つ
い
て
討
論
し
て
頂
き

ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
欧
米

２
０
１
２
年
12
月
5
日
（
水
）
13
：
00
〜
15
：
40

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
１
回
理
事
会

第
１
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

本
学
術
総
会
を
、
平
成
25
年

5
月
29
日（
水
）か
ら
31
日（
金
）

に
、
大
阪
国
際
会
議
場
に
て
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

総
会
は
、
日
本
胸
部
外
科
学
会

や
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
約

750
演
題
が

発
表
予
定
で
す
。
胸
部
外
科
領

域
で
は
、
胸
部
大
動
脈
疾
患
が

共
通
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
総

会
で
は
、
約
半
数
が
胸
部
大
動

か
は
年
齢
に
関
係
な
く
開
胸
に

よ
る
人
工
血
管
置
換
術
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
過
渡
期
に

あ
る
現
在
で
は
、
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
な
ど
の
低
侵
襲
治
療
の

効
果･

遠
隔
成
績
・
問
題
点
な

ど
を
学
会
で
充
分
に
討
論
し
て

そ
の
時
点
で
の
正
し
い
適
応
を

決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。
こ
の
低
侵
襲

の
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
進

歩
が
非
常
に
急
速
で
討
論
す
る

内
容
が
多
量
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
ひ
と
つ
の
学
会
だ
け
で
は

充
分
な
討
論
は
で
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
複
数
の
学
会
に
参
加
し

て
、
最
先
端
の
治
療
をcatch 

up

し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
外
科
医
に
と
っ
て
必
須

で
す
。

兵
庫
医
科
大
学
は
、
兵
庫
県

の
甲
子
園
球
場
の
近
く
に
あ
り

神
戸
よ
り
大
阪
の
方
が
近
い
の

で
会
場
は
大
阪
と
し
ま
し
た
。

学
術
集
会
で
は
低
侵
襲
治
療
に

関
す
る
シ
ン
ポ
や
パ
ネ
ル
を
多

数
企
画
し
、
ま
た
、
特
別
講
演

は
関
西
ら
し
い〝
西
川
き
よ
し
〟

氏
に
お
願
い
し
て
全
員
懇
親
会

で
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
料
理

を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

胸
部
外
科
学
会
会
員
の
先
生
方

に
は
是
非
、
多
数
ご
参
加
い
た

だ
け
る
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

宮本 裕治
（兵庫医科大学心臓血管外科）

1978年 大阪大学医学部卒
1978年 大阪大学医学部第一外科入局
1986年～ 1989年　米国留学（クリニカルフェロー）

（ バッファロー総合病院、マイアミ小児病院、ピッツバー
グ大学）

2002年 大阪大学医学部　講師
2004年 兵庫医科大学　教授

趣味：映画鑑賞、旅行

脈
に
関
し
て
、
約
半
数
が
腹
部

大
動
脈
と
末
梢
血
管
（
静
脈
瘤

含
む
）に
関
し
て
の
発
表
で
す
。

学
会
テ
ー
マ
は
、「
急
速
な

進
化
を
続
け
る
血
管
外
科
─
低

侵
襲
と
根
治
性
の
追
求
―
」
と

し
ま
し
た
。
医
学
の
ど
の
分
野

で
も
日
々
発
展
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
低
侵
襲
な
血
管
内
治
療

の
急
速
な
発
展
は
目
覚
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
数

年
前
ま
で
弓
部
大
動
脈
瘤
に
対

し
て
は
全
弓
部
大
動
脈
人
工
血

管
置
換
術
が
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
あ
る
と
誰
も
が
認
め

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
こ

の
術
式
が
い
ず
れ
無
く
な
る
の

で
は
と
感
じ
ら
れ
る
勢
い
で
、

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
従
来

型
の
手
術
に
は
こ
れ
ま
で
耐
術

が
困
難
と
思
わ
れ
て
い
た
高
齢

者
で
も
、
こ
の
よ
う
な
低
侵
襲

治
療
な
ら
可
能
で
良
好
な
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
い
つ

一
．
委
員
会
委
員
承
認
及
び

各
種
委
員
会
報
告
及
び
審
議

事
項（

１
）
正
会
員
選
出
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。（

２
）
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
は
前
年
度
と
変
更
な
し

で
承
認
さ
れ
た
。

（
３
）
推
薦
評
議
員
候
補
者

選
考
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。（

４
）
会
誌
編
集
委
員
会

委
員
会
委
員
案
が
承
認
さ

れ
、
現
在
の
投
稿
状
況
・
依
頼

状
況
（Review

 Article

は
増

加
傾
向
に
あ
り
）、O

riginal  
Article

のReject

率
が
か
な
り

高
い
こ
と
、Im

pact factor

獲

得
に
む
け
て
地
方
会
で
の
宣

伝
、Contents service

の
開

始
、
日
本
医
学
会
雑
誌
編
集
者

会
議
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

審
議
事
項
と
し
て
は
次
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。

１
）G

TCS

のofficial jour-
nal

、affiliated journal

化

本
学
会
誌G

TCS

を
日
本
心

臓
血
管
外
科
学
会
のaffiliated 

journal

及
び
日
本
呼
吸
器
外

科
学
会official  journal

に
す

る
件
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
承
認
さ
れ
た
。
今
後
、
具

体
的
に
話
を
進
め
て
い
く
。

２
）G

TCS open access

、

public access

、free access
Annual report

、Review
 

article

な
ど
引
用
さ
れ
て
い
る

論
文
が
簡
単
に
見
ら
れ
る
よ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
変
更
を
広
報　

（H
om

epage-Internet

）
委

員
会
に
依
頼
し
た
。

３
）Plagiarism

対
策
：

cross-check

の
導
入

論
文
盗
用
を
妨
げ
る
シ
ス
テ

ム
を
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
で
用
意

で
き
る
の
で
導
入
に
向
け
準
備

す
る
。

４
）G

TCS

印
刷
媒
体
の
扱

い
全
会
員
を
対
象
にW

eb

で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
回
答
数

702
件
（
約
9
％
）、

送
本
必
要
95
件
（
13
・
5
％
）、

送
本
不
要

607
件
（
86
・
5
％
）

で
、
送
本
中
止
の
場
合
は
会
費

を
値
下
げ
す
べ
き
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
全

体
的
な
回
答
数
が
低
い
た
め
紙

大
杉 

治
司（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
消
化
器
外
科
）

明
日
へ
の
敢
為 C

hallenge for the future
第
67
回
日
本
食
道
学
会
学
術
集
会

                                     

に
つ
い
て

第
67
回
日
本
食
道
学
会
学
術
集
会

                                     

に
つ
い
て
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面
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

５
）PG

C

で
のG

TCS

関
連

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

英
語
論
文
の
書
き
方
セ
ミ
ナ

ー
を
行
い

250
名
の
受
講
者
が
あ

り
30
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

が
あ
っ
た
。
好
評
に
つ
き
学
術

集
会
時
に
は
引
き
続
き
開
催
す

る
。６

）
２
０
１
３
年
予
算
と
契

約
頁
数

論
文
数
減
少
の
た
め
契
約
頁

数
を
年
間
１
１
０
０
ペ
ー
ジ
か

ら
840
ペ
ー
ジ
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
契
約
金

は
減
額
と
な
る
。

（
５
）
総
合
将
来
計
画
委
員

会
委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
副
委
員
長
に
は
委
員
長
以

外
の
専
門
分
野
の
理
事
2
名
を

お
く
。
２
０
１
３
年
度
理
事
長

か
ら
の
諮
問
事
項　

１
）
3
分

野
の
統
合
学
会
と
し
て
の
今
後

の
あ
り
方
（
例
え
ば
、
心
臓
外

科
医
が
肺
・
食
道
外
科
的
技
術

で
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
な
ど
）　

２
）
地
方
会
と

の
連
絡
強
化
（
地
方
会
の
優
秀

演
題
を
本
学
会
に
提
出
し
て
も

ら
い
、best of the year

の
決

定
な
ど
）　

３
）
学
会
員
を
増

加
さ
せ
る
た
め
の
対
策
（
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
の
継
続
性
、
食
道

セ
ミ
ナ
ー
の
早
期
実
施
）　

４
）

専
門
医
受
験
者
、
更
新
者
の
質

の
評
価
に
つ
い
て
委
員
長
の
私

案
が
だ
さ
れ
、
今
後
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
６
）
学
術
委
員
会

あ
る
企
業
が
計
画
し
て
い
る

大
動
脈
解
離
に
対
す
る
全
国
ア

ン
ケ
ー
ト
の
件
に
つ
き
、
検
討

し
た
結
果
、
本
会
と
日
本
心
臓

血
管
外
科
学
会
と
の
委
員
会
を

構
成
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
文
面

をCO
I

に
注
意
し
て
練
り
直
す

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
構
の
情
報

を
加
味
す
れ
ば
厚
み
の
あ
る
調

査
に
な
る
）
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
心
臓
血
管
外
科
専

門
医
認
定
機
構
か
ら
の
本
学
会

学
術
調
査
結
果
を
利
用
す
る
件

に
つ
い
て
は
許
可
す
る
。

（
７
）
学
術
集
会
委
員
会

第
65
回
学
術
集
会
に
関
し

て
、
学
術
集
会
委
員
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、
学
術
集
会
主

催
者
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

が
報
告
さ
れ
、
次
回
契
約
の
際

の
参
考
に
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
参
加
者
全
体
の
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
率
は
26
％
で
昨

年
を
上
回
っ
た
が
次
回
理
事
会

に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
評
価

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
委
員
変

更
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ

る
。（

８
）
財
務
委
員
会

委
員
に
第
67
回
学
術
集
会
の

財
務
担
当
を
追
加
し
た
。
年
度

計
画
は
積
立
預
金
の
再
検
討
と

な
り
、N

PO

法
の
改
定
に
伴
い

収
支
計
算
書
を
活
動
計
算
書
に

変
更
す
る
件
は
対
応
ソ
フ
ト
が

完
成
し
て
い
な
い
た
め
延
期
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
９
）
倫
理
・
安
全
管
理
委

員
会委

員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
年
度
計
画　

１
）
患
者
側

弁
護
士
か
ら
の
助
言
医
師
依
頼

は
規
定
に
則
り
受
け
付
け
な
い　

２
）
医
道
審
議
会
の
行
政
処
分

は
本
会
会
員
1
名
（
1
年
間
医

業
停
止
の
処
分
）
が
該
当
し
た

た
め
処
分
を
検
討　

３
）
医
療

安
全
調
査
機
構
担
当
委
員
の
検

討
と
協
力　

４
）
医
療
安
全
行

動
へ
は
適
宜
対
応
す
る
。

（
10
）
専
門
医
制
度
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
年
度
計
画　

１
）
総
合
学

会
と
し
て
の
関
連
3
分
野
専
門

医
制
度
の
連
携
強
化　

２
）
修

練
医
制
度
の
確
立
と
実
態
調
査　

３
）
新
た
な
専
門
医
制
度
構
築

に
お
け
る
胸
部
外
科
と
し
て
の

取
り
組
み
（
専
門
医
の
あ
り
方

委
員
会
お
よ
び
認
定
機
構
の
動

き
を
注
視
し
な
が
ら
）
を
検
討

予
定
で
あ
る
。

１
）
は
、
資
格
申
請
時
の
連

携
規
定
の
確
認
、
3
分
野
横
断

的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築

と
実
施
に
向
け
て
の
準
備
を
検

討
し
、
専
門
医
制
度
の
中
で
強

化
す
る
方
向
を
考
え
る
。
２
）

は
、
修
練
登
録
制
度
の
規
則
細

則
へ
の
明
文
化
、
専
門
医
受
験

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
修
練
指
導
者
に
対
す
る
症

例
数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実

施
、
修
練
施
設
の
質
の
評
価
実

施
に
向
け
た
基
本
計
画
案
の
作

成
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
呼
吸

器
、
食
道
分
野
に
お
け
る
修
練

医
制
度
の
現
状
と
実
態
調
査
を

実
施
予
定
で
あ
る
。
更
に
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
認
定
機
構
及

び
食
道
外
科
専
門
医
に
つ
い
て

現
状
報
告
が
な
さ
れ
、
呼
吸
器

外
科
専
門
医
合
同
委
員
会
は
以

下
の
事
項
が
報
告
さ
れ
た
。

呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同
委

員
会
報
告

専
門
医
申
請
の
認
定
結

果
、２
０
１
３
年ASCVTS

の
呼
吸
器
外
科Post-

graduate Course

を
専

門
医
の
新
規
・
更
新
申
請

の
資
格
と
し
て
認
め
る
。

ま
た
規
則
及
び
施
行
細
則

改
正
に
関
し
、
①
本
会

Postgraduate Course

は
呼
吸
器
外
科
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
対
象　

②
呼
吸
器
外
科
手
術
手
技

ア
ド
バ
ン
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
更
新
申
請
条
件
と
し
て

認
可　

③
1
階
部
分
を
外

科
専
門
医
と
す
る　

④
申

請
料
な
ど
の
変
更
が
報
告

さ
れ
た
。

（
11
）
研
究
・
教
育
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
年
度
計
画　

１
）PG

C

の

具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定　

２
）PG
C

合
本
作
成
予
定　

３
）

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
件
を
検
討

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
来
年
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
日
程
（
心

臓
は
8
月
24
日
～
25
日　

テ
ル

モ
、
呼
吸
器
外
科
は
7
月
20
日

～
21
日　

神
戸
）、
２
０
１
２

年
呼
吸
器
外
科
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
主
催
校
か
ら
の
剰
余
金
80
万

円
の
返
納
が
報
告
さ
れ
た
。
な

お
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ビ
デ

オ
教
材
を
作
成
す
る
際
の
ス
タ

ッ
フ
費
用
を
大
学
法
人
に
提
出

す
る
申
請
書
類
に
本
学
会
主
催

で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
件

は
、
承
認
さ
れ
、
交
通
費
等
は

支
払
う
こ
と
と
し
た
。

（
12
）
診
療
問
題
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
厚
生
労
働
省
か
ら
の
診
断

群
分
類
の
見
直
し
に
係
る
調

査
、
２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬

改
訂
に
向
け
て
、
補
助
循
環
用

血
液
ポ
ン
プ
カ
テ
ー
テ
ル
（I

ｍpella

）
使
用
基
準
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

（
13
）
定
款
改
訂
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。（

14
）
総
務
・
渉
外
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
会
員
証
の
発
送
、
学
術
集

会
運
営
会
社
の
選
考
、
医
師
賠

償
保
険
及
び
所
得
補
償
保
険

（
口
数
募
集
の
変
更
及
び
加
入

年
齢
の
引
き
上
げ
）
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

（
15
）
広
報
（H

om
epage

・

Internet

）
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。H

om
epage

の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、N

ew
s Letter

のN
o.17

の
掲
載
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

（
16
）
処
遇
改
善
委
員
会

委
員
は
前
年
度
と
変
更
な
し

で
承
認
さ
れ
た
。

（
17
）
チ
ー
ム
医
療
推
進
委

員
会委

員
は
前
年
度
と
変
更
な
し

で
承
認
さ
れ
た
。

（
18
）
施
設
集
約
化
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
来
年
2
月
の
心
臓
血
管
外

科
学
会
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
修
練
施
設
集
約
化
の
展
望
：

心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度
の

あ
り
方
を
探
る
』
の
中
で
、
専

門
医
新
規
受
験
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
報
告
、JCVSD

及
び

本
会
学
術
調
査
結
果
か
ら
の
現

状
分
析
、
結
果
を
公
表
予
定
で

あ
る
。
呼
吸
器
・
食
道
の
集
約

化
に
関
し
て
も
意
見
聴
取
を
行

う
。（

19
）
国
際
委
員
会

委
員
の
変
更
案
が
承
認
さ
れ

た
。
年
度
計
画　

１
）PGC

の

海
外
招
請
に
つ
い
て
会
長
及
び

研
究
・
教
育
委
員
会
と
と
も
に

検
討　

２
）CTSNet

と
の
契
約

（
委
員
会
に
て
契
約
条
項
を
再
確

認
す
る
）　

３
）Hom

epage

の

English

ペ
ー
ジ
を
広
報
委
員

会
と
と
も
に
作
成
予
定
で
あ
る

（
20
）
Ｃ
Ｏ
Ｉ
委
員
会

委
員
は
変
更
な
し
で
承
認
さ

れ
た
。
年
度
計
画
と
し
て
、
役

員
及
び
該
当
委
員
会
委
員
の
Ｃ

Ｏ
Ｉ
開
示
に
関
し
て
準
備
が
整

い
次
第
実
施
す
る
。

（
21
）
補
助
人
工
心
臓
治
療

関
連
学
会
協
議
会

小
児
へ
の
人
工
心
臓
の
植
え

込
み
の
機
会
が
増
加
す
る
に
伴

い
、
上
記
委
員
会
に
日
本
小
児

循
環
器
学
会
の
入
会
希
望
の
要

望
書
の
件
に
つ
い
て
承
認
す

る
。

二
．
第
66
回
定
期
学
術
集
会

に
つ
い
て

会
期
は
２
０
１
３
年
10
月
16

日
（
水
）
～
19
日
（
土
）、
会

場
は
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
・
東

北
大
学
百
周
年
記
念
会
館
川
内

萩
ホ
ー
ル
、
招
請
講
演
は
10
人

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。
今
期

か
ら
本
学
会
中
に
行
わ
れ
る
医

療
安
全
講
習
会
の
主
催
は
本
会

（
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会
で

企
画
）
で
、
共
催
が
三
学
会
構

成
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定

機
構
と
呼
吸
器
外
科
専
門
医
合

同
委
員
会
と
い
う
形
式
と
す

る
。
ま
た
、
本
年
度
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
号
は
印
刷
し
な
い
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
が
、
従
来
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
号
か
ら
抄
録
部
分
だ
け

を
削
除
し
た
冊
子
は
発
送
す

る
。

三
．
そ
の
他

日
本
胸
部
外
科
学
会
学
術
集

会
時
に
お
け
る
体
外
循
環
ハ
ン

ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー

学
術
集
会
時
に
行
わ
れ
て
い

る
体
外
循
環
教
育
セ
ミ
ナ
ー

は
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認

定
機
構
が

200
万
円
を
計
上
し
、

経
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
同

時
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
さ
れ
て
い
て
、
主
催
母
体

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で

は
と
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

日
本
体
外
循
環
技
術
医
学
会
理

事
長
か
ら
は
、
学
術
集
会
企
画

主
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
は
（
２
０
０
６

年
～
２
０
１
２
年
）
経
費
に
つ

い
て
も
学
術
集
会
が
負
担
し
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
今

後
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
２

０
１
３
年
は
現
状
通
り
行
い
、

そ
れ
以
降
は
日
本
心
臓
血
管
外

科
学
会
、JaSECT

と
も
相
談

し
な
が
ら
、
費
用
の
件
も
含
め

て
主
催
母
体
を
明
確
に
す
る
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
３

呼吸器外科サマースクール
会期： 2013年7月20日（土）～21日（日）
会場： 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）
ＨＰ： http://www.jacsurg.gr.jp/summer/2013/

申込： 6月14日（金）締切　先着100名まで

心臓血管外科サマースクール
会期： 2013年8月24日（土）～25日（日）
会場： テルモメディカルプラネックス

※4月2日（火）現在。心臓血管外科サマースクールも掲載時
には参加申込がスタートしている可能性があります。当学会
または日本心臓血管外科学会のHPよりご確認ください。

※4月2日（火）現在。心臓血管外科サマースクールも掲載時
には参加申込がスタートしている可能性があります。当学会
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今
回
の
1
面
は
、日
本
胸
部
外
科
学
会
の
懸
案

事
項
で
あ
る
公
式
英
文
誌
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
のInpact 

Factor

（IF

）
獲
得
に
向
け
て
の
大
北
編
集
委

員
長
の
特
別
寄
稿
で
す
。IF

は
学
術
誌
の
平
均

的
な
論
文
の
引
用
回
数
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

国
際
的
影
響
度
を
測
る
指
標
で
す
。
残
念
な
が

ら
、「
本
邦
の
学
会
英
文
誌
の
な
か
でIF

を
獲

得
出
来
て
い
な
い
雑
誌
は
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
を
は
じ
め

ほ
ん
の
少
数
」
で
す
。IF

獲
得
に
よ
り
質
の
高

い
論
文
が
数
多
く
投
稿
さ
れ
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
国

際
的
評
価
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Review

論
文
の
増
加
、「
み
ん
な
で
と
ろ
う
イ

ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

や
ポ
ス
タ
ー
作
製
な
ど
大
北
編
集
委
員
長
の
強

い
指
導
力
の
も
と
、
学
会
挙
げ
て
「
前
へ
！
」

進
ん
で
い
ま
す
。IF

の
計
算
方
法
と
し
て
は
直

近
2
年
の
論
文
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
会

員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
既
にIF

を
獲
得

し
て
い
る
英
文
誌
へ
投
稿
す
る
際
に
は
、
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｓ
の
直
近
2
年
の
掲
載
論
文
を
是
非
と
も
引

用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
6
月
13
日
、
14
日
に
は
、
大
阪
市
立
大

学
大
学
院
消
化
器
外
科
の
大
杉
治
司
教
授
の
も

と
、
第
67
回
日
本
食
道
学
会
学
術
集
会
が
大
阪

国
際
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
会
の
テ

ー
マ
は
〝
明
日
へ
の
敢
為Challenge for the 

future

〟
で
す
。
因
み
に
敢
為
と
は
、
物
事
を

困
難
に
屈
し
な
い
で
や
り
通
す
こ
と
で
す
。
特

別
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
塩
沼
亮
潤
大
阿
闍

梨
の
過
酷
と
も
い
え
る
行
を
と
お
し
て
開
か
れ

た
悟
り
は
是
非
と
も
お
聞
き
し
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
本
年
5
月
29
～
31
日
に
は
、
兵
庫

医
科
大
学
心
臓
血
管
外
科
の
宮
本
裕
治
教
授
の

も
と
、
第
41
回
日
本
血
管
外
科
学
会
学
術
総
会

が
、
大
阪
国
際
会
議
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

学
会
の
テ
ー
マ
は〝
急
速
な
進
化
を
続
け
る
血

管
外
科
─
低
侵
襲
と
根
治
性
の
追
求
─
〟
で
す
。

今
後
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
胸
部

外
科
関
連
施
設
の
「
施
設
紹
介
」
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
各
施
設
の
現
状
や
特
色
な
ど
の
原
稿

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

広
報
委
員
会
副
委
員
長　

角　

秀
秋

編
集
後
記

専
門
医
を
取
得
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
取
得
を
目
指
す
若
手
の
先
生
方
に
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
立
場
か
ら

先
生
方
の

人
柄
に
魅
か
れ
て

心
臓
外
科
の

怖
さ
と
魅
力

私
は
卒
後
5
年
目
で
、
大
阪

府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
呼
吸

器
外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。

実
は
当
初
、
呼
吸
器
外
科
医

は
お
ろ
か
外
科
医
に
な
る
つ
も

り
も
無
く
、
消
化
器
内
科
医
に

な
り
内
視
鏡
で
も
し
よ
う
か
、

と
漫
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
初
期
臨
床
研
修
で

は
外
科
研
修
は
必
修
で
し
た
か

ら
、
特
に
深
く
考
え
る
こ
と
も

な
く
呼
吸
器
外
科
を
選
択
し
、

大
阪
大
学
呼
吸
器
外
科
で
3
か

月
間
の
研
修
に
つ
き
ま
し
た
。

当
然
、
最
初
は
手
術
を
見
て
も

何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ほ
と
ん

ど
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
1
回
の

手
術
で
グ
ッ
タ
リ
疲
れ
て
し
ま

い
、
正
直
あ
ま
り
面
白
み
を
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

肺
癌
に
お
け
る 

手
術
の
意
義

し
か
し
、
徐
々
に
頭
も
体
も

何
と
か
手
術
に
つ
い
て
い
け
る

よ
う
に
な
る
と
、
徐
々
に
興
味

が
湧
い
て
来
、
い
つ
の
間
に
か

自
分
で
も
執
刀
し
て
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
何
よ
り
大

阪
大
学
呼
吸
器
外
科
の
先
生
方

胸
部
外
科
の
分
野
で
何
も
成

し
遂
げ
て
い
な
い
の
に
何
を
書

け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
…
、
原
稿

依
頼
を
い
た
だ
い
た
と
き
の
気

持
ち
で
す
。

医
師
と
し
て
５
年
あ
ま
り
、

心
臓
外
科
医
と
し
て
１
年
あ
ま

り
が
経
ち
、
心
臓
外
科
を
志
し

た
初
心
の
振
り
返
り
と
し
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

進
路
に 

悩
ん
で
い
た
と
き
に

進
路
に
悩
ん
で
い
た
研
修
医

時
代
、
外
科
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

中
に
受
け
持
っ
た
急
性
大
動
脈

解
離
症
例
が
心
臓
外
科
を
志
し

た
き
っ
か
け
で
し
た
。
死
の
瀬

戸
際
で
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん

が
、
手
術
を
経
て
元
気
に
退
院

の
人
柄
に
魅
か
れ
、
呼
吸
器
外

科
医
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

を
選
択
し
ま
し
た
。
現
在
、
呼

吸
器
外
科
医
の
は
し
く
れ
と
し

て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
肺
癌
に
お
い
て
手
術
で

完
全
切
除
で
き
る
こ
と
の
意
義

の
大
き
さ
に
、
責
任
と
そ
れ
に

も
増
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
、

選
択
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
は
症
例
も

豊
富
で
す
し
、
優
れ
た
技
量
と

知
識
を
持
っ
た
先
生
に
丁
寧
に

指
導
し
て
い
た
だ
け
る
非
常
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
お
か
げ
で
現
在
は
、
術
者

に
立
た
せ
て
も
ら
う
機
会
も
増

え
、
助
手
に
立
っ
て
い
た
だ
い

た
先
生
方
の
力
を
借
り
な
が
ら

ど
う
に
か
執
刀
し
終
え
、
合
併

症
も
無
く
患
者
さ
ん
が
退
院
し

て
い
く
時
の
喜
び
は
格
別
で
あ

り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

困
難
な
手
術
の
執
刀
を 

目
指
し
て

し
か
し
言
う
ま
で
も
無
い
こ

と
で
す
が
、
私
が
執
刀
可
能
な

症
例
は
ご
く
一
部
で
す
。
再
手

術
例
、
肺
門
部
肺
癌
症
例
を
初

め
と
し
て
困
難
な
手
術
を
要
す

る
症
例
も
多
く
、
そ
の
様
な
場

合
に
は
助
手
を
務
め
る
の
が
精

石田 大輔
（大阪府立成人病センター）

卒業大学　大阪大学
2009年　大阪大学医学部卒
2009年～2011年　大阪大学医学部附属病院初期臨床研修医
2011年より大阪府立成人病センター呼吸器外科レジデント

趣味：旅行、読書、音楽鑑賞
好きな言葉：為せば成る

さ
れ
る
姿
に
心
臓
外
科
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
と
同
時
に
怖

さ
を
実
感
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
恩
師
で
あ
る
杏
林
大

学
、
窪
田
教
授
、
須
藤
前
教
授

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
が
心
臓
外
科
を
や
っ
て
い

け
る
の
か
と
て
も
悩
み
ま
し
た

が
、
生
死
に
直
結
す
る
治
療
に

関
わ
る
や
り
が
い

と
暖
か
く
指
導
し

て
下
さ
る
先
生
の

存
在
が
私
を
後
押

し
し
て
く
れ
ま
し

た
。

環
境
に 

恵
ま
れ
て

そ
の
後
、
一
般

外
科
研
修
時
代
に

在
籍
し
た
茨
城
県

立
中
央
病
院
は
永

井
院
長
が
外
科
医

と
い
う
恵
ま
れ
た

ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
か
な
え
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
胸
部
外

科
学
会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
家
族

や
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い

た
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

の
意
を
、
昨
年
末
に
逝
去
さ
れ

た
巣
鴨
中
高
時
代
の
恩
師
で
あ

る
堀
内
政
三
先
生
に
哀
悼
の
意

を
表
し
て
筆
を
置
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

環
境
で
し
た
。
主
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
吉
見
先
生
は
消
化
器

全
領
域
手
術
に
精
通
し
、
日
々

の
マ
ラ
ソ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

欠
か
さ
な
い
姿
と
と
も
に
、
私

の
中
で
の
外
科
医
像
形
成
に
大

き
い
影
響
を
与
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。

現
在
は
母
校
大
学
病
院
で
小

野
教
授
の
下
、
成
人
・
小
児
チ

ー
ム
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
ま
す
。
成
人
チ
ー
ム
で
は
憧

れ
だ
っ
た
中
学
高
校
時
代
か
ら

の
先
輩
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

小
児
チ
ー
ム
で
は
小
児
補
助
人

工
心
臓
症
例
を
経
験
し
、
渡
航

移
植
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
2
名
の
同
期
入
局
者

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

日
々
勉
強
、
発
見
、 

と
き
め
き

臨
床
現
場
で
は
自
分
の
無
力

さ
を
実
感
す
る
ば
か
り
で
す

が
、
日
々
勉
強
、
発
見
、
と
き

め
き
を
こ
れ
ほ
ど
実
感
で
き
る

科
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

幸
せ
な
家
庭
を
築
く
、
手
術

に
精
通
す
る
、
留
学
す
る
、
研

究
す
る
…
夢
は
た
く
さ
ん
あ
り

島村 淳一
（東京大学医学部付属病院心臓外科）

卒業大学：東京大学
一般外科研修：茨城県立中央病院
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趣味：飼い猫と遊ぶこと。
好きな言葉：才能は有限、努力は無限

2013年3月現在

一
杯
な
の
で
す
が
、
手
術
の
成

功
を
告
げ
る
と
泣
い
て
喜
ん
で

く
れ
る
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方

も
少
な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

そ
の
様
な
場
に
立
ち
会
う
度

に
、
い
つ
か
こ
ん
な
困
難
な
手

術
を
執
刀
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
、
目
標
に
向
か
っ

て
日
々
精
進
す
る
毎
日
で
す
。

会員証について

学術集会の参加には会員証が必要
です。紛失・破損・汚損や改姓・改
名された方は会員証再発行のお手
続きをお早めに。詳細は学会HPを
ご確認ください。


